
増
山
博
行
先
生
退
職
記
念
事
業
趣
意
書 

 

謹
啓 

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
山
口
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
増
山
博
行
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
を

も
ち
ま
し
て
山
口
大
学
を
ご
退
職
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

増
山
博
行
先
生
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
九
州
大
学
理
学
部
物
理
学
科
を
御
卒
業
に
な
り
、
昭
和
五
十
年
三
月
に
京
都

大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
後
、
山
口
大
学
文
理
学
部
に
助
手
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

五
十
三
年
四
月
の
改
組
に
よ
り
理
学
部
物
理
学
科
の
担
当
と
な
ら
れ
、
同
年
十
月
に
理
学
部
助
教
授
に
、
平
成
四
年
四
月
に

理
学
部
教
授
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
七
年
四
月
改
組
に
よ
り
理
学
部
自
然
情
報
科
学
科
物
理
学
講
座
、
平
成
十
八
年
四
月

の
改
組
に
よ
り
大
学
院
理
工
学
研
究
科
自
然
科
学
基
盤
系
学
域
の
所
属
と
な
ら
れ
、
学
部
と
し
て
は
理
学
部
物
理
・
情
報
科

学
科
を
担
当
さ
れ
、
通
算
三
十
七
年
に
わ
た
る
大
学
教
員
生
活
を
通
じ
て
多
く
の
学
生
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

研
究
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
誘
電
体
結
晶
に
お
け
る
構
造
と
相
転
移
に
関
し
て
、
二
次
相
転
移
に
関
与
す
る
モ
ー
ド
や
そ

れ
が
不
安
定
化
す
る
機
構
の
解
明
、
相
転
移
の
臨
界
現
象
、
長
周
期
変
調
構
造
を
持
つ
物
質
の
結
晶
構
造
解
析
、
不
整
合
・

整
合
相
転
移
に
関
わ
る
メ
ゾ
ス
コ
ピ
ッ
ク
な
パ
タ
ー
ン
形
成
・
リ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
一
次
相
転
移
の
機
構
解
明
、
半

微
視
的
モ
デ
ル
を
用
い
た
理
論
的
解
釈
な
ど
広
範
囲
な
分
野
に
わ
た
り
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
活

動
を
通
じ
て
博
士
学
位
論
文
の
指
導
を
は
じ
め
、
大
学
・
高
等
専
門
学
校
や
公
的
研
究
機
関
、
並
び
に
民
間
企
業
の
研
究
開

発
部
門
等
で
活
躍
す
る
多
彩
な
人
材
を
輩
出
し
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
研
究
の
発
展
な
ら
び
に
後
進
の
研
究
者
の
育
成

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 

学
外
に
お
き
ま
し
て
は
、
日
本
物
理
学
会
、
日
本
結
晶
学
会
、 

日
本
放
射
光
学
会
、
日
本
中
性
子
科
学
会
、 

日
本
天
文

学
会
に
お
け
る
学
会
活
動
の
ほ
か
、
日
本
物
理
学
会
領
域
一
〇
代
表
、
日
本
物
理
学
会
代
議
員
、
日
本
物
理
学
会 

一
九
九

六
年
秋
の
分
科
会
実
行
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
し
学
会
運
営
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
等
学
校
や
市

民
を
対
象
と
し
た
科
学
教
育
・
放
射
線
教
育
・
環
境
教
育
に
も
力
を
注
が
れ
、
公
開
講
座
な
ど
を
通
じ
た
次
世
代
の
育
成
・

指
導
な
ら
び
に
生
涯
学
習
指
導
な
ど
の
地
域
社
会
貢
献
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
研
究
・
教
育
・
地
域
に
お
け
る
活
動
と
と
も
に
、
学
内
で
は
山
口
大
学
機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
貢
献
さ

れ
る
と
と
も
に
同
セ
ン
タ
ー
長
（
平
成
十
年
四
月
か
ら
平
成
十
三
年
三
月
）
と
し
て
大
型
分
析
機
器
共
同
利
用
を
通
じ
た
教

育
研
究
体
制
の
構
築
と
運
営
に
尽
力.

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教
育
研
究
評
議
会
評
議
員
、
理
学
部
長
（
平
成
十
五
年
四

月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
）
等
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
山
口
大
学
な
ら
び
に
山
口
大
学
理
学
部
の
各
種
組
織

の
管
理
・
運
営
・
発
展
に
も
多
大
な
る
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
、
増
山
博
行
先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る
ご
貢
献
と
ご
功
績
に
対
し
て
心
よ
り
敬

意
と
謝
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
た
く
、
別
紙
の
通
り
退
職
記
念
事
業
を
計
画

い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

敬
白 

 

平
成
二
十
四
年
二
月
吉
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

増
山
博
行
先
生
退
職
記
念
事
業
会 

発
起
人 

 

笠
野
裕
修
（
代
表
） 

笠
谷
祐
史 

國
重
敦
弘 

越
地
尚
宏 

武
貞
正
樹 

重
松
宏
武 

畔
津
忠
博 

河
村
幸
彦 

三
好
烈
麗 



記 
増
山
博
行
先
生
退
職
記
念
事
業 

 

一
、
退
職
記
念
講
演
会 

 
 

 

題
目
：「
誘
電
体
の
構
造
と
相
転
移 

― 

山
口
大
学
で
の
三
十
七
年 

―

」 

日
時
：
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
九
日
（
日
） 

午
後
二
時
よ
り
三
時
ま
で
（
受
付
一
時
三
十
分
か
ら
） 

場
所
：
ホ
テ
ル
か
め
福 

 

山
口
県
山
口
市
湯
田
温
泉
四 

― 

五 
 

電
話
〇
八
三 

― 

九
二
二 

― 

七
〇
〇
〇 

 

二
、
退
職
記
念
祝
賀
会 

日
時
：
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
九
日
（
日
） 

午
後
三
時
よ
り
五
時
ま
で
（
受
付
二
時
四
十
五
分
か
ら
） 

場
所
：
ホ
テ
ル
か
め
福 

山
口
県
山
口
市
湯
田
温
泉
四 

― 

五 
 

電
話
〇
八
三 

― 

九
二
二 

― 

七
〇
〇
〇 

 

 
 

 
 

 

三
、
記
念
品
贈
呈 

 
 

 
 

               

○
連
絡
先 

 
 

 

〒
七
五
三 

― 

八
五
一
三 

 

山
口
県
山
口
市
吉
田
一
六
七
七 

― 

一 

 
 

 
 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
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内 

増
山
博
行
先
生
退
職
記
念
事
業
会
事
務
局 

 

重
松 

宏
武 

 
 

 
 

 
 

 

電
話
／FA

X 

〇
八
三 

― 

九
三
三 

― 

五
三
四
三 
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